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	人間の感性を理解するコンピュータ
	‐ 夢の感性コンピュータ ‐
	Kansei-Oriented Computer

	Faculty of Engineering Tamagawa University
	はじめに
	感性とは何か
	（長町，1997）
	感性とは新版心理学事典（平凡社）をみると，
	感覚，感覚器官 sense.
	感覚 sensation.
	感受性，敏感性　sensitivity.
	感覚系 sensory system.
	と記述されており，学問的には感性という用語はない．
	広辞苑第2版（岩波書店）で感性を引くと，
	感性＝外界の刺激に応じて感覚・知覚を生じる感覚器官の感受性 (sensibility)
	＝感覚によってよび起こされそれによって支配される体験と定義されている．前者は感覚の程度，つまり感受性を指しており，感覚にともな...

	感性という言葉の定義�（原田，2002）
	感性とは次のような類似した言葉を包括的に含んだ我が国の独特の言葉である．感覚（sensation）は外部環境から情報（刺激）を...
	1)主観性で説明不可能なはたらき　感性とは，外界からの刺激に対する表象であり，主観的であり，論理的に説明しにくい生成プロセスで...
	2)先天的な性質に加えて知識や経験の認知的表現　感性とは知識や経験に基づいて後天的に学習される認知的な表現能力のことである（デ...
	３)直感と知的活動の相互作用　感性とは，直感的な創造と知的活動としての記述の相互作用を行う心のはたらきである（言語学・デザイン...
	４)特徴に直感的に反応し評価する能力　感性とは，美や快などの価値に対して直感的に反応し評価する能力である（芸術学・造形学・ロボ...
	５)イメージを創造する心のはたらき　感性とは，生成されたイメージを情報として再生産し，創造する心の働きである（感性情報処理分野...

	感性研究の今後�（長沢，1997）
	情報科学的に扱うことのできるのは，浅い感性（知性と感性がオーバーラップした領域）に限定していると考えるべきであり，深い感性（真...
	すなわち，｢知能｣が何かはよく分からなくても｢知能｣ のもつ情報である｢知識｣はある程度測定できるし，役立つように，｢感性｣ ...
	今後は，イメージ理解と感性情報が対になった場合の関連性や，たどえば，画像と音楽，表情と言語など，互いに異なるメディアを通して入...

	（吉川，1998）
	１）主観情報と客観情報　各個人の主観情報の共通部分集合が客観情報に相当する．高さの表現を例とすると，｢非常に高い｣のような程度...
	２）主観情報と感性情報 感性情報の定義は統一されていないのが現状であるが，ここでは感情や情緒に基づいて処理された情報，感性を含...

	絵で会話できる光ソフトコンピュータ
	（玉野，1997）
	｢絵｣による情報処理の特徴と応用：　｢百聞は一見に如かず｣と言われるように，物事を相手に説明するとき，話より事物を見せたほうが...
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